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　インフラの老朽化やメンテナンスのあり方について
は，「本格的な維持・更新時代の到来」ということが以
前から指摘されてきた。こうした背景を受け，「スマー
トメンテナンスハイウェイ（SMH：Smart…Maintenance…
Highway）構想」という考え方，枠組みを立ち上げた。

長期的な道路インフラの安全・安心の確保に向け，ICT
技術の導入や機械化等を行い，これらが技術者と融合し
た総合的なメンテナンス体制の構築を目指していく。
　SMH構想においては，「インフラ管理センター（仮称）」
を中心にして，スマートフォンを活用した位置情報や過
去の点検データの取得，無人飛行体（UAV）やヘリコ
プターによる撮影システムの導入など，その検討範囲は
多岐にわたっている。これらを効果的に用いることによ
り，維持管理・更新の効率化や高度化が期待できる。

スマートメンテナンスハイウェイ構想の 
イメージ
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